
成功事例

英国の大手ファイナン
シャルサービス企業
OpenTextの自動テストソリューションは、DevOpsの導入
をサポートしてカスタマーサービス、チームコラボレーション、
イノベーションの向上につなげます。

概要 

業種
ファイナンシャルサービス

■ 

■ 

■

■

所在地
英国 

課題
自動テストソリューションによってアジャイル
開発および DevOpsプロセスへの移行をサポー
トし、より多くの時間を知識の共有に費やすこ
とができるようにする

製品とサービス
LoadRunner Enterprise 
UFT One 
Application Lifecycle Management 
LoadRunner Professional 

成功ポイント
+ アプリケーションデリバリーに要する時間を

95%短縮
+ LoadRunner Professionalを介して管理されるア
プリケーションテストが 50%増加

+ 開発部門と品質保証部門の連携の強化
+ より高品質のコードをより迅速により低コスト
で提供

概要 
このファイナンシャルサービス企業は、200年
以上にわたり、英国の家庭、企業、自治体
にサービスを提供してきました。現在では、
当座預金、普通預金、住宅ローン、ローン、
クレジットカードなど、幅広い金融商品や
サービスを提供しています。

課題
同社はさまざまな事業部を展開しており、リ
テール、商業銀行、保険などの分野に特化
した部門で構成されています。その結果、IT
の構造も分散されており、各部門がそれぞ
れのニーズに合ったツールセットを選択す
る権限を持っています。この分散型の ITモ
デルが、新しいアプリケーションの全社的
な導入の承認と実施を難しくしていました。
また、従来のウォーターフォール型の開発

プロセスでは、新しいサービスの提供に時
間とコストがかかっていました。 

この状況を変えるために発足したスペシャ
リストチームのメンバーの 1人が、次のよ
うに語ってくれました。「私たちの目標は、
より高い品質のコードをより早く提供する
ことです。私たちはすぐに、DevOpsモデル
こそが、この目標の達成のために業務慣行
を変える役に立ってくれることに気づきま
した。私たちは中央集権型のチームで、グ
ループ横断的に知識を共有し、IT投資から
価値を最大限に引き出すための新しい方法
を調査する任務を担っています」 

DevOpsの導入プロセスは、同社の一部門か
ら始まりました。この部門には、アジャイ
ル開発プロセスによるソフトウェアデリバ
リーを実現するうえで必要なツールとプロ
セスを、自己の判断で選択する権限が与え
られました。IT部門が定めた厳格な手順に
長い間従ってきた企業においては、DevOps
の導入に伴って生じる文化の変化を過小評
価するべきではありません。

テストチームは、全社的なアプリケーションテ
ストの取り組みをサポートするため、Open­
TextTM LoadRunner Professionalをすでに使
用していました。LoadRunner Professional
は、高度なスクリプト機能により、レガシー
テクノロジーやパッケージ化されたアプリ
ケーションも含めた幅広いアプリケーショ
ンのテストをサポートします。同社の担当
者は次のようにコメントしています。「各
チームで  DevOpsの採用が進むにつれて、
私たちのソリューションと DevOpsチーム

■ 

「Micro Focus (現在は OpenTextTMの
傘下 )の自動テストソリューションを
活用した  DevOpsイニシアチブに
よって、私たちはよりイノベーティブ
になり、変化し続ける要件に対してよ
り効率的に対応できるようになりま
した。新しいアプリケーションやアッ
プデートを、より迅速に、より少ない
ミスで、より低いコストで提供するこ
とができるようになりました」

シニアテストエンジニア
英国の大手ファイナンシャルサービス企業



成功事例
英国の大手ファイナンシャルサービス企業 

2 

で使用しているツールとの統合を構築して
テストすることを依頼されることが増えま
した。また、グループ全体でオープンソー
スツールの採用が確実に増加しました。私
たちは、業務に最適なツールが選択される
ことを固く信じて、開発者と品質保証 (QA)
エンジニアには自由にツールを選択しても
らっています」

アジャイル開発と DevOpsが同社グループ内
に着実に浸透していくにつれて、担当チーム
は、自分たちが中心的な役割を果たすことに
よって特定のチームが新たに得た知識を他の
チームにも活用してもらえるのではないかと
気づきました。そのためには、OpenTextTM

の自動テストソリューションが不可欠で  
した。

ソリューション 
DevOpsアプローチに移行し、各ツールを効
果的に使用することで、既存の OpenTextソ
リューションをより有効に活用できるよう
になりました。OpenTextTM UFT One、Load­
Runner Professional、OpenTextTM Application 
Lifecycle Management (ALM)、および Load­
Runner Enterpriseによって、スペシャリス
トチームは、幅広いテスト要件とオープン
ソースソリューションを含むツールを組織
内で柔軟にサポートできるようになりま  
した。 

UFT Oneは、手動による機能テストを自動
化し、開発者と QAエンジニアのためのコラ

ボレーション環境を構築できるように設計
されています。そのためチームは、ハンズ
オンテストに費やす時間を短縮し、付加価
値プロセスの開発と知識の共有に時間をか
けることができるようになりました。 

LoadRunner Professionalは、パフォーマン
ステストと、UFT Oneによる機能テストを
統合するために使用されました。50種類以
上のプロトコルをサポートする LoadRunner 
Professionalは、グループの多様なアプリ
ケーション環境に最適です。ALMは、一貫
性のある反復可能なソフトウェアテストプ
ロセスにより、品質管理を改善します。チー
ムが進捗状況と品質を容易に追跡できるよ
うになるため、コラボレーションが促進さ
れ、透明性が高まります。

大規模な組織の文化を変えることが難しい
理由の 1つは、全従業員を物理的にまとめ
ることが難しいという点にあります。スペ
シャリストチームは、知識の共有が DevOps
プロジェクトの成功の鍵になることを認識
していました。そのため、顔を合わせての
打ち合わせとオンラインセッションを定期
的に行うことで、各チームが良い経験と良
くない経験を互いに共有し、お互いから学

ぶようにしました。「つまり、5つのチーム
がばらばらに 1つの問題に取り組むのでは
なく、最初にブレークスルーを起こしたチー
ムがその解決策を他のチームと共有できる
ようにしたことで、全体的な作業負荷を減
らしたわけです。また、特定のプロジェク
トメンバーを集めて小規模な専門チームを
複数作ることでそのメリットを活かすと同
時に、私たちのような大規模な組織の規模
のメリットを活かすことにも真剣に取り組
みました」

社内のさまざまな領域においてテストチー
ムと開発チームが緊密に連携することで、プ
ラスの影響が生まれました。DevOpsコミュ
ニティは定期的に集まり、ベストプラクティ
スを共有し、新しいツールとテクニックを
実演し合います。中心となるスペシャリス
トチームは、QAエンジニアが OpenTextの
自動テストソリューションを使用して問題
を診断するのを支援するとともに、サード
パーティとの統合をサポートします。スペ
シャリストチームは大量の Jenkinsと JIRA
の統合に取り組んでおり、OpenTextソリュー
ションと Microsoft Team Foundation Server
との統合にも携わっています。また、ワー
クショップやデモによって、OpenTextの自



動テストソリューションを最大限活用する
方法についてグループ横断的にチームの教
育も行ってきました。たとえば、Jenkinsの
パイプラインが作成されると、そこから  
UFT Oneによって機能テストが実行され、
アプリケーションが機能することの実証が
済んでから、LoadRunner Professionalを使
用して長くかかる可能性があるパフォーマ
ンス負荷テストが実行されます。

成果
バンキング  ITの利用者は、明確に異なる  
2種類のユーザーに分類できます。各事業分
野の社員と、バンキングアプリケーション
のエンドユーザーです。DevOpsとアジャイ
ル手法は、どちらのユーザーにも利益をも
たらします。

グループ内に DevOpsを導入したチームか
らは、大きなメリットがあったという声が
上がっています。担当者の言葉は次のとお
りです。「デジタルアプリケーションや商用
バンキングアプリケーションの導入は、今
までと比較して 95パーセントも高速化しま
した。Micro Focus (現在は OpenTextTMの傘

下 )ソリューションを活用することで、これ
までは 3日かかっていた導入作業が、今で
は 3時間もかかりません。また、かつては
完全なテスト環境を構築するだけで数日の
作業が必要でした。DevOpsアプローチによ
り、今では 1時間未満で完了します」 

12か月にわたってプロセスの改善が行われ、 
QAエンジニアは徹底的な研修を受けまし
た。そしてこのお客様の場合、OpenTextソ
リューションに処理を任せることで、手動
で繰り返し行うアプリケーションのハンズ
オンテストの量の削減に成功しました。そ
の結果、LoadRunner Enterpriseを介した自
動アプリケーションテストが 50%増加し、 
UFT Oneの利用が大幅に増えました。

同社のお客様もメリットを得ています。担
当者は次のようにコメントしています。
「Micro Focus (現在は  OpenTextTM の傘下  ) 

の自動テストソリューションを活用した  
DevOpsイニシアチブによって、私たちはよ
りイノベーティブになり、変化し続ける要
件に対してより効率的に対応できるように
なりました。新しいアプリケーションやアッ
プデートを、より迅速に、より少ないミスで、
より低いコストで提供することができるよ
うになりました」 

担当者はこのように結論づけます。「QAエ
ンジニアの数を増やさなくても、以前より
も頻繁に、より高品質のテストを実行する
ことがでます。先日、当社はバンキング IT
インフラストラクチャへ多額の投資を行う
ことを発表しました。私たちは、新しい  
DevOpsプロセスによってこの需要を完全に
満たせると確信しています」

詳細情報はこちら： 
www.microfocus.com/opentext 

「デジタルアプリケーションや商用バンキングアプリ 
ケーションの導入は、今までと比較して 95 パーセント 
も高速化しました。Micro Focus ( 現在は OpenTextTM 

の傘下 ) ソリューションを活用することで、これまでは 
3 日かかっていた導入作業が、今では 3 時間もかかりません」

シニアテストエンジニア
英国の大手ファイナンシャルサービス企業
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